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ɊȒȬȣȴɕȗȵǰ ȴή ȭҔ ȝɄȟǱ  

 ȣȴὖȴȐ țəȵȮȬɈּבȝȑȩȥȥɏȝȕǰ⌂Я ȴ ȑɏǰὖȯɈȱȵǰɁȮəȯʃʩ

ʐɊʐʄɧɘ ȡȬ ȚțȡȬȊȥȮȊȌșȮȭȝȥǱȐȮȰȝȕ ȬȊɑȴȭȮȬɈӊȑȩȥ

ȮȊȊɄȟǱ ȵȣɒɄȭȴ Ӝȴ Ȓ ȗȥɎȌȰ ȒȝɄȝȥǱ țəȵʃʩʐȭ ȩȥɎ

ȌȰɈȴȭȟȑɏǰ Ɉǰ ͏Ɉǰײ ɈǰɅəȰʃʩʐȮײȞὟḣȭǰᾶּגɈײȞȦȩȥȴ

ȭȟǱʃʩʐȵǰ ȴ ȧȱȵ ΡȰȕӠ ȱ ȝ ȗɄȟǱɈȧɓə ȝȑȗȬɈǰּג

ȎȬȕɒɑșȮȵȈɐɄȡəǱȭȟȑɏǰȊɊȱȰȩȥɐǰ ȓȥɏǰɶɡʀɾɘҋɑȑǰ Ҋ

Ȓ ɒɑȝȑȈɐɄȡəǱ ˳ǰȻȊȮ ᾈɘ҄ɑ šš Ҋȑɏ ɒɑ Ǳ ȴᵩȊȵʃʩ

ʐȴ ȮײȞȦȩȥȴȭȟǱ 

͘ ɈᴉɇȬ̱Ȯȴ ɕɐ ȱȪȊȬǰ țəȰɐȱ

ȟɑɄȭ ∫ȴ∫ ȒȑȑɐɄȝȥǱ țəɈǰᴝɐȴ̱ȥȧ

ɈȮȬɈ ЍɘȝȥșȮɘֿבȊ҄ȝɄȟǱ 

ᾐ╕ȱȵǰὖȯɈȴ Ȯ ȴ̗ȪȴⱵҷȒȈɑȮȊɕɒ

ȬȊɄȟǱ ȮȵׁשȮͫȴϢ╘ɘήɐǰὖȯɈȱὶׁש ɘȵ

ȖȕɆȥɇȴ ɕɐȭȟǱὖȯɈɘȝȩȑɐȮ ȓȝɇȬǰὖ

ȯɈȴὟḣɘׄȗ ɇȬǰ˫ ɘȟɑșȮȭȟ ︡ Ȱ ɕ 

ɐ Ǳ˝ ǰ ȮȵǰὖȯɈȒ ͘ Ȱ ɘᶋɇɑ ȝȥẾ̱ȱȰɑȥɇȱȝȪȗɘȟɑ

șȮȭȈɐǰὖȯɈȴ ӆɘ Ế ȑȝȬ ȓȬȊȗɑɎȌȱ ӊȟɑșȮȭȟǱ̿ ꜟȑɏ

ꜟȾȮȪȰȘǰ ͘ȭȴ ɘ ȟɑșȮȭȟ ︡ Ȱ ɕɐ Ǳ ︡ Ȱ ɕɐȮ ︡

Ȱ ɕɐȵ˝̱ȭɈל ȰɈȴȭȟȒǰȊȠɒȱȝȬɈǰὖ ȬȱȐȊȬȵǻ̱ Ȱ ɕɐȒ

ȮȬɈ ȰɈȴǼȮȊȌșȮȵ ȌͮḥȒȈɐɄȡəǱǻ̱ȵǰ̱ȴ˳ȭ̱ȱȰɑǱǼšš

ɘȑȗǰ ɘȑȗǰầɘȑȗɑǱὖ ȬȴṔ ȵșșȦȮֿבȊɄȟȒǰȊȑȒȭȝɍȌȑǱ 

2014 12  

̱ȴ˳ȭ̱ȵ Ȫ ʃʩʐȭὖ Ȭ  

Ο  

̚  ̚ ᵍ   

Ố᷄   

ᶎ  

 Ῑ ͖ ĲĲ  М Ο

 ͖  Ḡ Ϲ  ͖

ᵍ ĲĲ   ϙ ϙ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
  

 
 

 
 

 
  

 

 
  

 
 

 
   

 
 

  
 

 
 

  

 
 

  
 

 
 

  

 
  

 
 

 
   

 
 

  
 

 
 

  

 
 

 

 

 
 

  

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は「メディアと子どもの社会性」をテ

ーマに、データを２つとりあげます。 

 左の表は、９歳の子どもとその家庭を対象

に、子どもの社会性（他の子と協力できる

か・自分から｢遊ぼう｣と言えるか等）と、テ

レビやゲームとの関連性を調べたものです。

９歳児にとって“安心できる親子関係”が最

も強く関連していて、続いて“遊び仲間が少

なくないこと”という結果でした。 

逆の言い方をすれば、単にテレビやゲーム

を禁止すれば“安心”なのではなく、人と関

わり合うことを大切にして毎日を過ごすほ

うが、子どもにとってずっと価値があるとい

うことだと思います。 

 

いよいよ｢冬到来｣と思ったら、あっという間に年末年始の時季です。 

大掃除や年越し、年始のごあいさつなど、年中行事は子どもの心にのこるも

の。どうぞ、あたたかで和やかな年末年始をお過ごしください。 

乳児は 肌を はなすな 

幼児は 手を はなすな 

 少年は 目を はなすな 

青年は 心を はなすな 

☆ 通信に関するご意見やご感想、家庭教育に関するご相談等は、下記までお気軽にお寄せください。 

能代市教育委員会 教育部生涯学習･スポーツ振興課  〒018-3192 能代市二ツ井町字上台 1－1 

TEL:0185-73-5285 ／ FAX:0185-73-6459 ／ E-mail:shou-supo@city.noshiro.akita.jp 
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『一生役立つ「お金のしつけ」』たけやきみこ 著（ﾒﾃﾞｨｱﾌｧｸﾄﾘｰ） 

年末年始は子どもがお金に接することの多いシーズン。こんな時こそ、子どもと一

緒に「お金との付き合い方」について考えてみませんか。 

本書では、おこづかいや貯金、お手伝いなど、毎日の生活で子どもに教えていく方

法を紹介。エピソード・マンガ付きで読みやすい内容です。 

① 子どもの社会性に関わる要因  ～テレビやゲームは本当に悪者？～ 

 Five days at outdoor education camp without 
screens improves preteen skills with nonverbal emotion 
cues  2014 Computers in Human Behavior ) 

 

② 他者の感情を読み取る能力の変化 ～コミュニケーション能力は「リアル」で育つ～ 

 アメリカ・カリフォルニア大学において、とある実験がおこなわれ

ました。その内容は、６年生の子どもたちを 50 人くらい集め、５日

間携帯電話やパソコン等の使用を禁止して野外キャンプに参加させ、

キャンプ実施前と実施後で、他者の感情を的確に読み取る能力に変化

がみられるかどうかを検証するというもの。左の表は、その結果です。

まちがった割合（誤答率）をグラフにしています。 

リアルな人と人との対話のなかで育っていく“力”が確実にある…

…「人の話を聞くときは、ちゃんと目を見て」なんて、昔からよく言

われますが、科学的にも根拠がありそうですね。 
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ǣ ˢȪὖȴ Ʉȭ 

 ǻˢȪὖȴ ɄȭǼȮȊȌדȕȑɏȴșȮɕȜȒȈɐɄȟȒǰ Ʉȭȴ Ṟ̑ ȴ

ȱȐȊȬ Ȱ ȭȈɑșȮȵǰ ὨɊ ԊὨȴ ȑɏɈ țɒȬȊɄȟǱ Ὠȭ

ȵǰ⌂Я ȱȐȗɑ Ḉ ȴⱧ ȵǰẶ ȑɏȴҠ ȱɎȩȬΣ țɒɑșȮȒҔ ȝȬȊɄ

ȟǱșȴ ȱȵǰ Ȯȴὶᾁȝȥ ȹȪȓȒȮȬɈẾ̖ȭȟǱȰȢȰɏǰ̱ ȣȴɈȴȱ

ᾶȟɑṔ Ȱὶׁש Ȯΰ Ȓ Ȫ ȦȑɏȭȟǱ 

ǣ ȝȩȑɐ ȊȬǰˤȱȐɓȝȬǰ ȑȡɑ 

  ὖȯɈȵǰ ȱ ȎǰΖὟȝǰɊȒȬ׀ ɘ Ȭǰ ȝȬȊȓɄȟǱș

ȴʔʪɸɶɘǰ ̱ȵǻȝȩȑɐ ȊȬǰˤȱȐɓȝȬǰ ȑȡɑǼȮȊȌ

ȭ ȝɄȝȥǱὖȯɈȴ ȱּגȞȥ ȴȑȑɕɐ ɘȌɄȕ Ȋ

ȝȬȊɑȮֿבȊɄȟǱǻȝȩȑɐ ȊȬǼȮȵǰ ȱ ȎȬΖὟȟɑȮȊȌǰ

ὖȴǻ ǼⱧ ȴ ︡ɘ ȝȬȊɄȟǱǻˤȱȐɓȝȬǰ ȑȡɑǼȮ

ȵǰ ȑɏȴǻҊ Ǽɘ ᴡȝȬȊɄȟǱὖȯɈȵǰȈȥȥȑȕήɏɒȥṥ

ȑɏ҄Ȭǰ Ҋȴӆȭ ȊȬȊȑȰȕȬȵȰɐɄȡəȒǰȣȴȥɇȱȵ ︡

֬ ȴǻ Ǽɘ ȧҋɑ ︡֬ ȴǻҊ ǼȒׂש ȱȰɐɄȟǱ 

ǣ ήʴ ʴ ȴ  

 ʴ Ȱȯ ͚ ȴ ȭȵǰɈȴȚȮɘὨȹғɇȬȑɏ ɐ ȧȝȬȊȕɄȭɘǰ

ǻήǼǻ Ǽǻ ǼȮȊȌ ȭ ȝȬȊɄȟȒǰșɒɘᾐ╕ ȱȈȬȵɇȬɅɄȝɍȌǱ 

  ȵǰὖȯɈȒ ɄɒɑȮǰ ǳȰ ͘ɘ ȝȬὖ ȬȴṔ ɘὨȹǰ˝ ᴧɕȒὖɘ Ȭ

ɎȌȮȝɄȟ ὖ ȬȴṔ ɘὨȼǻήǼȴ ǱɊȒȬǰɕȒὖȱשɕȡȬǰȈɑȊȵǰɕ

ȒᾐȴΙϋ ȱȣȩȬǰ ҊȰɐȱ₢ềȝȬ ȬȬȊșȌȮȟɑȭȝɍȌ Ṕ ɘּג ȝȰȒɏ

ҊȰɐȴ₢ềɘȝȬȊȕǻ Ǽȴ ǱȣȝȬǰɕȒᾐ ȴὖ Ȭ ɘ ȝȬȊȓɄȟ

ὨəȦɈȴɘ Ύțȡǰ ȴ˫ ɘ͵ɐ҄ȟǻ Ǽȴ Ǳ 

ȝȑȝȰȒɏǰԎҗ͗Ɉ ȮȝȬ ȝȬȊɑɎȌȱ ǻ
ȓ ȕ

͵  ήɐȪȕȝȬ ɑȮɈ ɑ

ɑȮȬɈ 
ɈȮ

ɘּאɑȰǼ ǰּאɒȬȰɏȰȊȴȵǰṔ ȱ ɑ ȧȭȟǱṔ ɘּאɒȥὖ Ȭ

ȵǰ ᵵ ȰɈȴȱȰɐȑȳɄȡəǱὖȯɈȾȴ ǰᾐ ȴ ǰ ͘ ȴᴝ ǳǻȝȩȑ

ɐ ȊȬǰˤȱȐɓȝǰ ȑȡɑǼȮȊȩȥǰὖ ȬȴṔ ɘּאɒȰȊɎȌȱȝȥȊɈȴȭȟǱ 

2015 3  

ὖ ȬȴṔ  

Ο  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雪解け、春を迎えるよろこび 

３月。山々が、芽吹きの春へとスタンバイする時期です。卒業式や入学の準備、

新学年の準備など、何かと気忙しい時期ですが、ほんのちょっとだけ、ひと息つ

いて、子どもと一緒に季節の移り変わりに目を向けてみましょう。 

乳児は 肌を はなすな 

幼児は 手を はなすな 

 少年は 目を はなすな 

青年は 心を はなすな 
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『生きる力ってなんですか？』おおたとしまさ 編（日経 BP 社） 

わが子に身につけてもらいたい「生きる力」―――でも「生きる力って何？」

と聞かれたら、あなたは答えられますか？ この本では、さまざまな分野で活躍

する７人が「生きる力」について語っています。 

子ども向けの説明と大人用の解説に分かれているので、親子で読める１冊です。 

 

体験の豊かさと本を読むことの関係 ～ 世界を広げていくチカラ ～ 

 左の表は、幼少期から調査時点までど

れくらい体験をしてきたかという調査

と、1 カ月あたり何冊本を読んでいるか

という調査をクロス集計したものです。 

 小学校５年生というのは、本をたくさ

ん読む時期でもあるのですが、その「読

みたい」という気もちの背景に、豊かな

体験があることが、データから見てとれ

ます。 

五感で感じる体験活動が、小さな子ど

もにとっていかに重要かを考えさせら

れます。 ( ) ₈ ≥╙─ ─ ⌐ ∆╢ ₉ 22 ╟╡ 
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誰かのことを心配できる、それが「前向きに生きる」ということです。 

みなさんは、ひとりで生きているわけではない。身近な人ときちんとつながって

いる……私たちが一番幸せを感じられるのは、そんなときです。 

あなたは誰と一緒に生きていきますか？ あなたは、誰のために生きていきます

か？ 今、あなたのために生きてくれている人は、誰ですか？ そして、今、一緒

にいる人のために、あなたは何ができる？ 学校のために、家族のために、地域の

ために、何ができる？ これを考えることが、前向きに生きることです。 

（秋田大学大学院医学系研究科 准教授 佐々木 久長 氏 「前向きに生きるために～辛さを乗りこえるコツ～」より ） 

TEL:0185-73-5285　／　FAX:0185-73-6459
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  ὖ Ȭȴ ɅȴȸȮȪȱǻןɐ ǼȒȈɑȮֿבȊɄȟȒǰ̸ ḈȵȪȊȪȊẹȕȰȩȬȝɄȌǻן

ɑșȮǼȱȪȊȬȴ Ṥ ȣȴƧ ɘ ΕȝȥȊȮֿבȊɄȟǱ 

ȰȢןɑ  

ὖȯɈȵǰȊɓȊɓȰșȮɘ ȎȰȒɏẾ̱ȱȰȩȬȊȓɄȟǱȵȞɇȑɏ

ҊȑȩȬȊɑɕȗȭȵȈɐɄȡəȴȭǰȥȕțəễ ɈȝɄȟǱ˝ ǰẾ̱ȵ

ȥ ȭȟȑɏǰҊȑȩȬȊɑșȮȴɁȌȒ ὖȯɈɎɐȵ ẹȊɈȴȭȟǱ

ȣȴ ǻȰȢҊȑɏȰȊȴǼȮֿבȩȬȝɄȊɄȟǱșɒȒǻןɑ ǼȴȸȮ

ȪȭȟǱǻȈəȰȱ ȩȥȴȱǼǰǻȊȪɈ ȩȬȊɑȴȱǼššȮǱ 

ɑȮȓȴן Ʌ  

ɑȮȓȴן ɅȱȪȊȬή ȴ țəȱȐ ȓȟɑȮ 

ʴɡʦɡʦȝȬȝɄȌǱʴ Ȋ ȔȬ ₨Ἲ ȱ ɑǱʴȐ̚Ȋȱ ȱȰȩȬȝɄȌǱ 

ššȰȯȒẹȊɎȌȭȟǱ 

Ӓ Ȱןɐ Ȯȵ  

ɑșȮȰȕὖן ȬȒȭȓɒȶȊȊȴȭȟȒǰ ᾅȱȵȰȑȰȑ ȝȊɈȴȭȟǱ̸Ḉȵǰ

ὖȯɈȴׁשȱ ȓǰȣȝȬή ȴׁשȱКȝȊ ˣ ȴɎȌȰ ɅȒ țɒɑ Ӓ Ȱן

ɐ ɘ ̹ȝȥȊȮֿבȊɄȟǱ 

 Ƨ̸ɘןɑ Ɉǰ˝ ɈššǱ  

ɑȮȓȵǰȭȓɑȦȗ֟╓ȱššǱן ָȴșȮɘ́ȗӈȎȬɈӒ ȵȰȊȮ ȎȥɁȌȒ

ɎȊȭȝɍȌǱȭȓɑȦȗ ɘ ȩȬןɐɄȟǱșɒȵǰןɑɁȌȴּצɐȴɶɡʀɾɘ țȰ

ȊȥɇȭȈɐǰɡʦɡʦ ȴȥɇȭɈȈɐɄȟǱ 

 ƨ ȴҨȴșȮȦȗ ȫȗɈǰ ȎɈǰȚ ɈššǱ  

̸ǰ ȴҨȭ șȩȥșȮȦȗȱ ȩȬǰןɑǱȈɒɈȭȓȰȑȩȥǰșɒɈȦɇȦȩȥȮ

́ȗӈȎȬȊȕȮǰןɑȥɇȱןɑɎȌȱȰȩȬȝɄȊǰ꜠ ȭǰ ₨Ἲ ȱ ȩȬȝɄȊɄȟǱ 

 ƩὖȯɈȴǻ Ǽɘןɑ ̱ ɘןɑȴȵššǱ  

ễ ȝȥ ɘןɑǱȯȌȝȬȣȌȰȩȥȴȑǰȯȌȟɒȶ ȑȩȥȴȑɘ ȎțȡɑɎȌ

Ȱןɐ ɘȝɄȝɍȌǱǻȐɄȎȵʍɨȦǼǰǻȦɇȰὖȦǼȰȯȵ ȭȟǱὖȯɈȵễה

ȝȰȒɏὨəȭȊȕɈȴȭȟǱ ȦȗɘןɑȮὨȹȱᾶȝȬ ȱȰȩȬȝɄȊɄȟǱὨ

ȼșȮɘɊɇȥɏǰ ȵȴȤɇɄȡəǱ 

ɑȮȓȵȭȓɑȦȗǻѩן  ȱǼɘׁשȒȗɄȝɍȌʴʴ  
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小・中学生は、いよいよ「夏休み」です！ 

お父さん、お母さんの「夏休み」の想い出は何ですか？ 楽しかったこと、嬉

しかったこと、おもしろかったこと……自分が子どもだったころを振り返ってみ

て、この夏の想い出づくりに役立ててみましょう。 

乳児は 肌を はなすな 

幼児は 手を はなすな 

 少年は 目を はなすな 

青年は 心を はなすな 

☆ 通信に関するご意見やご感想、家庭教育に関するご相談等は、下記までお気軽にお寄せください。 

能代市教育委員会 教育部生涯学習･スポーツ振興課  〒018-3192 能代市二ツ井町字上台 1－1 

TEL:0185-73-5285 ／ FAX:0185-73-6459 ／ E-mail:shou-supo@city.noshiro.akita.jp 
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『「メシが食える大人」に育つ子どもの習慣』高濱 正伸/ 著（KADOKAWA ） 

「すぐに折れない心」を子どものときから育てるための３１の習慣が、具体的

に紹介されています。４コママンガとともに楽しく読めて実践しやすい内容です。 

わが子には自立した大人になってほしいけど、実際どうすればいいのかわから

ない……そんな悩みに応える一冊です。 

 

① 都市規模と自然体験の頻度 ～「いなか体験」って何だろう？ ～  左の表は、青少年が居住する都市

の規模と、自然体験の頻度の関連性

を調査したものです。ここでは「貝

を採ったり、魚を釣ったりしたこと」

という項目をとりあげましたが、他

の項目でも同じような結果で、都市

の規模による差は、今はほとんどみ

られませんでした。 

現代は、たとえ自然が豊かな地方

に暮らしていても、子どものふだん

の生活や遊び場とは切り離されてし

まっていて、「あえて体験する」必要

があるのかもしれません。 ( ) ₈ ─ ≤ ⌐ ∆╢ ₉( 22 ) ╟╡  

 ■海や川で貝を採ったり、魚を釣ったりしたこと■ 

                   

② 自然体験によって育つもの ～ 自然体験の頻度と「困ったときでも前向きに取り組む」意識の関係 ～ 

 さて、それでは自然体験によって、子

どものどういった面が育まれるのでしょ

うか？ 右の表は、自然体験の頻度と意

識・習慣との関係を調べたものです。 

自然体験を多くおこなっている子ども

は、傾向として、「困ったときでも前向き

に取り組む」「わからないことは、そのま

まにしないで調べる」など、課題解決に

むきあう意識が強いという結果でした。 

思いどおりにならないからこそ、自然

は最高の教材だといえるのでしょう。 
( ) ₈ ─ ≤ ⌐ ∆╢ ₉( 22 ) ╟╡  

■困ったときでも前向きに取り組むか■ 

                 

多
い
← 

 

自
然
体
験  

→
な
い 

TEL:0185-73-5285　／　FAX:0185-73-6459


～ 子どもの「生きる力」を育む家庭教育 ～ 

 Only one  
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 年末年始は、家庭教育の大チャンスです！ 

年末の煤払い、年越し、年始のあいさつ、おせち、小正月行事など……年末年

始は特別な雰囲気がありますし、何より家族の時間がゆっくりとれます。ぜひこ

の機会に、親子で一年の目標を考えてみましょう。 

乳児は 肌を はなすな 

幼児は 手を はなすな 

 少年は 目を はなすな 

青年は 心を はなすな 

☆ 通信に関するご意見やご感想、家庭教育に関するご相談等は、下記までお気軽にお寄せください。 

能代市教育委員会 教育部生涯学習･スポーツ振興課  〒018-3192 能代市二ツ井町字上台 1－1 
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『しばわんこの和のこころ』シリーズ 川浦 良枝/ 絵と文（白泉社） 

柴犬の「しばわんこ」と三毛猫の「みけにゃんこ」が案内する、「和」の世界へ

ようこそ！ 季節ごとの行事の由来や意味、おもてなしの心を親子で学べる一冊

です。かわいいイラスト付きで、日本ならではの暮らしのたのしみや、和の作法

について、子どもでも理解しやすくなっています。お正月中にどうぞ。 

 

 左の表は、保護者の「叱咤激励」的な関

わりが、子どもの生活スキル習得にどう影

響するかを分析した結果です。 

ここでいう「叱咤激励」的な関わりとは、

「よく“もっとがんばりなさい”と言う」

「よく小言を言う」「しっかり勉強するよ

うに言う」「子どもと意見が違うとき、親

の意見を優先させる」など。調査対象は、

小学４～６年生とその保護者です。 

 生活スキルのうち、コミュニケーショ

ン、課題解決、礼儀・マナーの３つを取り

上げましたが、いずれも保護者の「叱咤激

励」的な関わりと子どもの習得レベルに

は、何の関連もないことがわかりました。 

 大人はついつい「できないこと」「やら

ないこと」に目を向けて、それを言葉だけ

で解決しようとしますが、経験の少ない子

どもの立場にしてみれば、「そんなこと言

われても……」と、どうすれば良いのかわ

かりません。 

 「やってみせ、言って聞かせて、させて

みせ、ほめてやらねば人は動かじ」「話し

合い、耳を傾け承認し、任せてやらねば、

人は育たず」……有名な山本五十六の言葉

ですが、改めて「生きる力」を育むために

は何が必要かを考えさせられます。 

( ) ₈ₐ ─ ⌐ ∆╢ ₑ ₉( 25 )

╟╡ 

  

「叱咤激励」的な関わりと子どもの生活スキルの関係 

  

            

  

多
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～ 子どもの「生きる力」を育む家庭教育 ～ 

 Only one  
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４月は「はじまり」のとき 

私たちの社会的生活のはじまりは「４月」です。入学式あり、クラス替えあり、

学年も１つ上がり、いよいよ新生活がスタートします。 

新しい生活のこと、子どもとの会話を存分に楽しみましょう。 

乳児は 肌を はなすな 

幼児は 手を はなすな 

 少年は 目を はなすな 

青年は 心を はなすな 

☆ 通信に関するご意見やご感想、家庭教育に関するご相談等は、下記までお気軽にお寄せください。 

能代市教育委員会 教育部生涯学習･スポーツ振興課  〒018-3192 能代市二ツ井町字上台 1－1 
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『子どもを本嫌いにしない本』 赤木かん子/ 著（大修館書店） 

もともと本嫌いな子はいないし、本嫌いに育てたい親はいないのに、なぜ読ま

なくなるのでしょう？ この本は、赤ちゃんから高校生になる頃までの、子ども

と本との関係についてまとめた「ずっと、本を好きでいてもらうため」の指南本

です。百科事典などの使い方のほか、年代ごとのおすすめ本も掲載しています。 

 

 前号で「叱咤激励」的な関わりと子ども

の生活スキル習得との関係を取り上げま

したが、では、どうすれば子どもの生活ス

キルは伸びていくのか？ そのヒントを

得るため、今号では「体験支援」的な関わ

りとの関係を取り上げます。 

 ここでいう「体験支援」的な関わりとは、

「勉強以外の様々なことをできるだけ体

験させている」「子どものやりたいことを

尊重している」「子ども自身でできること

は、自分でさせている」「スポーツ以外の

趣味を一緒に楽しんでいる」「家の中でル

ール・約束事を決めている」「よくほめて

いる」など。いずれも、そういった関わり

が多いほど、子どものスキルが高い傾向に

ありました。 

 「体験支援」と言われると、つい「とに

かくいろいろ体験させれば良い」と考えて

しまいがちですが、その根底には、子ども

の「やってみよう」という気持ちと、親の

「必ずできるようになる」という信頼が欠

かせません。そして、できたら「ほめる」

こと。  

「体験」の芽は、家庭の中にも、地域の

中にもあふれています。子どもに「やって

みる？」とひと声かけてみませんか？ 

( ) ₈ₐ ─ ⌐ ∆╢ ₑ ₉( 25 )

╟╡ 

  

「体験支援」的な関わりと生活スキルの関係 
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